
平成２８年度 （一社）山口県介護支援専門員協会 理事会 
議事録 

 
１ 日 時 
  平成２９年 ２月２５日（土）午後１時から午後３時まで 
 
２ 会 場 
  山口県社会福祉会館２階 第二会議室 
 
３ 出席者 
（１）理事   定数    ３１名 
        出席者数  ２０名 
        出席者名 

         佐々木啓太 橘 康彦  二井隆一  松谷法史  山本史彦    
堀田慎一郎 木村友和  髙島晴紀  谷山 龍  善本和也 
杉本幸子 三井栄三  佐藤 剛  伊藤直也  岩神亜紀  
藤本真樹 福井治枝  脇村敦子  吉武康幸  熊野かおり   

        
（２）監事   定数     ２名 
        出席者数   １名 

       出席者名 
服部恭弥 

         
（３）事務局  福本かおる 岡村智子 
 
４ 報告事項 
  （１）日本協会をめぐる動きについて 

（２）賛助団体について 
 

５ 上程議案 
  第１号議案 各部会活動内容について 

第２号議案 平成２８年度予算執行状況について 
第３号議案 平成２９年度事業計画（案）、収支予算（案）について 

 第４号議案 山口県介護支援専門員協会費用弁償規程の改正について 
第５号議案 日本協会役員について 

     
６ 審議の経過 

   二井副会長  佐々木会長挨拶。その後、事業報告にはいる。 
 
（１）日本協会をめぐる動きについて 
橘副会長  中国ブロックの代表として理事会に出席し、今回会員数が 1,500名を超え

たことの報告を行った。介護保険制度の見直しのため、特定事業所集中減
算がなくなる方向にある。80 パーセント未満に絞ったからと言って、公正
中立になっていない事が理由である。また新たな仕組みを我々職能から訴
えていきたい。居宅介護支援費の利用者負担導入に反対する署名について、
地域支部の多くの方に協力いただいたが、今回は使用することなく見送っ
た。医療保険同様今後３割の時代が近づいている。山口県は会員の数も多
いが非会員の方々の意見も集められないだろうか。中国５県で統一したア
ンケートを実施してはどうかとの意見がある。 
中国ブロックより選挙管理委員を選出しており、２年間服部監事が務めら
れたが今年度で解任、来年度より松谷理事に就任いただく事が決まった。 



（２）賛助団体について 
  佐々木会長  今年度が賛助団体４社、バナー３社。金額はそれぞれ賛助団体年間 5万

円、バナー広告料２万円となっている。 
 
第１号議案 各部会の活動状況について 
堀田理事  広報事業部では今年度の活動として、年２回の広報誌 2 号の発行の記事を

作成中。内容は同じような形だがスマホアプリはタイムリーな情報をＨＰ
は後に残るような情報を上げていきたい。今後非会員や一般の方々にもわ
かりやすく動画等を取り入れ公開してきたい。スマホ会員特典は研究大会
で活用できれば良い。ロゴマーク等も積極的に取り組んでいきたい。山登
り等の交流会の企画や広報事業部として取材しＨＰや広報誌へ記事を載せ
ていきたい。 

 
佐々木会長  公益事業部会は今年度３回開催。社会資源はそのままという形になり会員

管理システムの運用を検討し、個人が受講した研修が管理できるシステム
を構築し次年度取り組みたい。 

 
佐々木会長  調査研究部では研究の進め方について県立大の横山先生にサポート体制

について相談、協議している。大会に沿ったテーマとなると準備が遅れる
為、第１４回に関しては研究テーマの枠を定めず発表してはどうかとの意
見がある。今後輪番制は残しつつ、発表地域以外の自薦で意見が出てくれ
れば良い。事例発表的になってしまっているが事例研究に視点をおき、広
く参加できるような研修を組み立てていきたい。研究指導者の登録員制度
を定め、研究終了までの指導をお願いする。 

 
岩神理事  生涯研修部では今年度実務研修について残り２日間となっており次年度

振替の一人を除き１６６名修了予定。次年度の研修テーマは家族支援を視
点にいれ講師に依頼し、前年度と同等の回数で検討している。精神疾患研
修では午前中に統合失調症、午後はパーソナリティーの歪み等の内容で半
日ずつの受講組み立てをしている。新人教育は３本建てとなっているが、
それぞれ受講ができるようにしている。施設研修は午前に弁護士の先生に
講義、事例紹介をいただき、午後は種別毎にグループワークを行う。次年
度の主任講義はグループワーク、演習を取り入れながら５本企画し、会場
を選択できるよう県下２会場で行う予定。西部会場で実施する場合に、安
価で駐車場が確保できるところを探していき、理事へも会場について呼び
かける。更新研修については現状維持、自主研修については受講生の負担
が軽減できるように参加費を下げて実施する。 

      
松谷理事  総務部より次年度研究大会の予定が１１月２６日セミナーパーク講堂を

予約し予定していたが介護保険研究大会と重なるかもしれないので後日確
認する。 

     研究発表地域は、萩、柳井、小野田、美祢の４地域にお願いする。 
      
髙島理事  １０月１４日に周南下松光地域主催の合同研修を行う予定なのでその日

は研究大会等予定を入れないでほしい。 
 

第２号議案 平成２８年度予算執行状況について 

事 務 局   １月末時点の執行状況について説明。 
 

佐々木会長  収入は概ね予算通りとなっており、支出を抑えられたため、次年度繰越金
が 1,200 万を見込んでおり、単年度で 600 万円程度の収益となった。 



       次年度以降、実務研修のハードさが伝わり受講者数が減ってくることと、
主任更新も１度更新した後に主任を退く人が増えてくるため、受講要件研
修受講者も減ってくると予想される。収益が上がっているが、固定費は変
わらないため、決して見通しが明るいわけではない。今年度は法人化１年
目として不安定の中スタートしたため、次年度は研修の参加費を下げる等、
会員の負担軽減にも努めていく。 

 
第３号議案 平成２９年度事業計画（案）、収支予算（案）について 

※別紙資料平成２９年度事業計画（案）、収支予算（案）参照 
 

第４号議案 山口県介護支援専門員協会費用弁償規程の改正について 
佐々木会長   改正ではなく検討になるが、代議員総会に出席する地域の代議員に旅費を

出せないだろうか。現在代議員数約８０名。現在の規定では費用弁償規程
の対象となっていないが、今後規定を見直すかも含め検討していく。各地
域の市役所からの距離×人数で積算し、地域で参加者へ支払っていただく
等、検討していく。 

 
服部監事  代議員は県協会に所属するので県協会が交通費を払うのは当たり前と思

う。振込の問題に関しては、封筒に手渡しという方法もある。ただ会長が
言うようにまとめて地域単位に振込むというのもよいアイデアであると思
う。 

 
橘副会長  費用弁償規程より外す事に賛成多数という事で挙手にて承認された。 
 
第５号議案 日本協会役員について 
佐々木会長  山口県代議員選出について、２８年度会員数５００名に対して１名の選出

となるため、４人定めなくてはいけない。橘副会長はブロック理事と兼ね
る為、二井副会長、山本誠理事、藤本真樹理事、佐々木会長の４名を選出
検討する。 

 
その他 
福井理事  実務研修の実習受入をしている事業所にその他のメリットはないのかと

質問があった。それだけ精神的にも負担はあり今回初めてという事でプレ
ッシャーもある中で最終評価を事業所負担で切手を貼って送らなければい
けないのかと意見がある。 

 
橘副会長  メリットは特定加算である。 

 
岩神理事  事業所によっては受入体制が整っていなかったり受講生側からの相談も

ある為、実際全ての事業所を評価できないのも事実である。 
 
二井副会長  実習説明会を行った時に受け入れなければいけないのかという声があっ

た。県から事業所加算の算定要件として受け入れる要件があるからと強く
言ってもらえると受け止め方も違うのではないか。 

 
佐々木会長  時間数が増えこれだけ負担も多い為、貴重な意見として今後検討しながら

行っていきたい。 
 

  と き  午後３時００分 
 
上記の議決を明確にするため、出席理事及び出席監事が次に記名押印する。 
 



平成２９年 ２月２５日 
 

 

     出席理事 佐々木啓太 

 

 

 

     出席理事 橘 康彦 

 

 

 

出席理事 二井隆一 

 

 

 

出席理事 松谷法史 

 

 

      

     出席理事 山本史彦 

 

 

 

     出席理事 堀田慎一郎 

 

 

 

     出席理事 木村友和 

 

 

 

出席理事 髙島晴紀 

 

 

 

     出席理事 谷山 龍 

 

 

 

出席理事 善本 和也 

      

 

      

 

出席理事 杉本幸子 

 

 

出席理事 三井栄三 

 

 

 

      出席理事 佐藤 剛 

 

 

       

出席理事 伊藤直也 

 

 

   

出席理事 岩神亜紀 

 

 

 

出席理事 藤本真樹 

 

 

 

出席理事 福井治枝 

 

 

 

出席理事 脇村敦子 

 

 

 

出席理事 吉武康幸 

 

 

 

出席理事 熊野かおり 

 

 

 

出席監事 服部 恭弥 


